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日本化学療法学会・日本感染症学会 

森永芳智・講師 多剤耐性菌感染制御委員会委員 日本環境感染学会 

森永芳智・講師 Clostridioides difficile 感染対策ガイドライン策定

委員会委員 

日本環境感染学会 

森永芳智・講師 感染症専門医制度試験問題作成委員 日本感染症学会 

森永芳智・講師 三学会合同抗菌薬感受性サーベイランス 日本化学療法学会・日本感染症学会・日本臨

床微生物学会 

森永芳智・講師 評議員 日本臨床微生物学会 

森永芳智・講師 評議員 日本化学療法学会 

森永芳智・講師 評議員 日本感染症学会 

坂本 啓・助教 長崎 R-CPC 研究会 世話人 

宇野直輝・助教 学術推進化委員会委員 日本臨床検査医学会 

宇野直輝・助教 評議員 日本臨床検査医学会 

賀来敬仁・助教 評議員 日本感染症学会 

賀来敬仁・助教 評議員 日本化学療法学会 

賀来敬仁・助教 感染症遺伝子検査委員会委員 日本感染症学会 

賀来敬仁・助教 学際化国際化委員会 日本感染症学会 

賀来敬仁・助教 気道感染症の抗菌薬適正使用委員会 日本感染症学会 

賀来敬仁・助教 認定薬剤師委員会 日本化学療法学会 

 

競争的研究資金獲得状況（共同研究を含む） 

氏名・職 資 金 提 供 元 代表・分担 研 究 題 目 

栁原克紀・教授 

 

AMED 代表 新興・再興感染症に対する革新的医薬品

等開発推進研究事業 

「薬剤耐性菌対策に資する診断法・治療

法等の開発研究」 

栁原克紀・教授 

 

日本学術振興会 分担 基盤研究（B） 

新敗血症定義に準拠した敗血症総合検査シ

ステム構築と国内及び東南アジアへ運用展

開 

栁原克紀・教授 

 

日本医療研究開発機構 分担 ゲノム不安定性を示す難治性遺伝性疾患群

の症例収集とゲノム・分子機能解析による病

態解明研究 

長谷川寛雄・准教

授 

日本学術振興会 代表 基盤研究(B)  

ATL発症クローンの同定・解析に基づく病因

解明と個別化検査法の確立 

長谷川寛雄・准教

授 

日本学術振興会 分担 基盤研究(B)  

ATLL 及び B 細胞性リンパ腫発症リスク評

価・判定法の開発 

長谷川寛雄・准教

授 

厚生労働省 分担 感染症実用化研究事業 新興・再興感染症に

対する革新的医薬品等開発推進研究事業 

HTLV-1 の疫学研究及び総合対策に資する研

究 

森永芳智・講師 MSD 製薬奨学寄付 代表 「腸内環境整備によるクロストリジオイデ

ス・ディフィシル菌感染症制御法の開発」 
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坂本 啓・助教 持田記念財団  代表 研究助成  

環境細菌が宿主定着性を獲得し、やがて病原

性を得るに至る進化のメカニズムの解明 

坂本 啓・助教 武田科学振興財団  代表 医学系研究助成  

宿主免疫機構と常在細菌叢の作用を連携し

た、病原因子標的療法の開発～検査・診断か

ら治療まで～ 

賀来敬仁・助教 日本感染症学会第 1 回臨床研究助成 代表 MRSA菌血症の全国サーベイランス 

賀来敬仁・助教 日本化学療法学会第 3 回上原感染症

化学療法研究奨励賞 

代表 重症感染症ならびに抗菌薬投与による腸内

microbiomeの変化と乳酸菌製剤の効果 

賀来敬仁・助教 日本学術振興会 代表 若手（B）肺指向性ナノパーティクル

PNAG-DNAワクチンによる肺感染 症の発

症/重症化予防 

宇野直輝・助教 日本学術振興会 代表 基盤(C) 

血中cell-free DNAの基準範囲及び測定前変

動要因の決定 

栁原克紀・教授 ミヤリサン製薬株式会社 

 

薬剤耐性菌の腸管定着抑制・腸管定着抵抗性に与え

る Clostridium butyricum の効果 

栁原克紀・教授 富士フイルム富山化学株式会社 マイクロバイオームを介したソリスロマイシンの免疫調

節作用の解析 

栁原克紀・教授 塩野義製薬株式会社 S-649266ナトリウム塩製剤の Pseudomonas aeruginosa 及

び Acinetobacter baumanniiによるマウス人工呼吸器関連

肺炎モデルにおける治療効果（委託者側課題番号：

S-649266-EF-338-R） 

栁原克紀・教授 ロシュ・ダイアグノスティックス株

式会社 

インフルエンザ様疾患における新規迅速検査法の性能評

価 

栁原克紀・教授 東ソー株式会社 新規インフルエンザウイルス迅速検出法のうがい液での

有効性検証 

栁原克紀・教授 東ソー株式会社 新規インフルエンザウイルス迅速検出法の検出能評価 

 

 

特 許 

氏名・職 特 許 権 名 称 出願年月日 取得年月日 番号 

長谷川寛雄・准教

授 

抗癌活性化合物 2012 年 1 月

17 日 

2016 年 2 月

26 日 

第 5888702 号 

長谷川寛雄・准教

授 

非ホジキンリンパ腫発症のリスク判定補助

方法 

2016 年 7 月 

1 日 

 特願 2016-226343 

長谷川寛雄・准教

授 

非ホジキンリンパ腫発症のリスク判定補助

方法 

2016 年 11

月 21 日 

 特願 2016-150300 

 

その他 

非常勤講師 

氏名・職 職（担当科目） 関 係 機 関 名 

栁原克紀・教授 非常勤講師（東北大学検査部） 東北大学 

栁原克紀・教授 非常勤講師（愛媛大学第一内科） 愛媛大学 

栁原克紀・教授 非常勤講師（大阪市立大学細菌学教室） 大阪市立大学 

 

学術賞受賞 
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氏名・職 賞 の 名 称 授与機関名 授賞理由、研究内容等 

賀来 敬仁・助教 学術奨励賞 日本呼吸器学会九州

支部 

呼吸器感染症マウスモデルを活

用した抗菌化学療法の有効性評

価 

 


